
本研究では、現在ことばの教室を担当する専任教諭が抱える課題である、系統的専門研
修を受ける機会を与えること、加えて系統的専門研修がそれぞれの指導に与える効果に

ついて検討した。

かけがわ健活プロジェクト
～茶っと健康測定～

考察・まとめ

結果

茶っと健康測定とは？

2022年度の活動 対象者

可逆性ある虚弱にどのような対策や対応を講じるかということが議論される時代となっている。各地方自治体におい
ては種々特徴ある政策が議論され実行されている。その対策の中核は、フレイル状態から要介護状態への移行をいかに
食い止めるかが重要な点である。
掛川市においては高齢化率が28.16％（2022.4.1時点）となっており、その割合は年々増加傾向にある。平均寿命が延
伸し、高齢者が増加していくと要介護状態の人が増加するだけでなく、その前段階のフレイル高齢者の増加も予想され
る。フレイルになる前、なっていても早期の段階で予防活動をしていくことが健康寿命を伸ばし、いつまでも生きがい
をもって自立した生活を営むことができる住民を増やすことになると考えられる。
本結果から、抑うつ対策と同時に，普段から活動している機能は維持することがわかり、市の施策として運動に加え
た多機能に対するサービス提供が重要であることがわかった。

2021年度より、掛川市、聖隷クリストファー大
学、掛川東病院、産学官共同フレイル調査プロ
ジェクトを実施し、掛川市の特徴を分析した上で
効果的な予防活動へとつなげていく活動を行っ
ている。将来は市民が各地域でのリーダーの元
互いに測定しフレイル予防・介護予防を目指し
ている。

柴本 勇１） 市川真２） 名倉史恵３） 前川 沙野佳３） 鈴木真帆３）

１）聖隷クリストファー大学 ２）掛川東病院 ３）掛川市役所

これまでの活動
2021年度は、639名に「生活機能・運動機
能・栄養状態・口腔機能・閉じこもり・認知
機能・抑うつ状態」の各項目の量的評価を
実施し、「抑うつ状態」が「活動度低下」を生
じさせ、「口腔運動低下」と運動能力低下に
至る順序性の実態が明らかとなった。

2022年度は、昨年度の結果を経時的に把
握するため、同様の項目を実施し、年数と共
に変化する項目の有無を明らかにすると同時
に、掛川市施策や事業プログラムの検討を実
施することを目標に活動を実施した。

2022年4月１日時点で掛川市が主催
（一部、掛川市社会福祉協議会委
託）する通いの場（がんばれ！筋ちゃん
体操、スマイルステップ、かけがわ健康カ
レッジ、生きがいデイサービス）の参加者
780名を対象とした。そのうち、同意書
未提出者や調査日までに退会した者を
除き、本プロジェクトの対象は646名とし
た。なお、本対象者は要介護認定を受
けていない者とした。
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